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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　膨張式アイテムを修理し膨張させるためのキットであり、ハウジング（２）と、前記ハ
ウジング（２）内に収納されたコンプレッサーアッセンブリー（Ｃ）と、前記コンプレッ
サーアッセンブリー（Ｃ）に接続された入口（３４）と、シール液用のコンテナアッセン
ブリー（３）と前記入口（３４）に接続されるように適合された座部（３３）を有してい
る接続デバイス（２６）と、前記コンテナアッセンブリー（３）が前記接続デバイス（２
６）に接続されたときに自動的に開かれるとともに、前記コンテナアッセンブリー（３）
が前記接続デバイス（２６）から切り離されたときに前記入口（３４）を前記座部（３３
）から流体的に切り離すような第一の位置に弾性的に維持されるように構成されたバルブ
（３６）と、前記コンプレッサーアッセンブリー（Ｃ）に流体的に接続されたフレキシブ
ルチューブ（３８）を備えているキットにおいて、前記接続デバイス（２６）は、前記バ
ルブ（３６）が第一の位置にあるときに前記入口（３４）に流体的に接続されるように前
記バルブ（３６）に流体的に接続された出口（３７）を備えており、前記フレキシブルチ
ューブ（３８）は前記出口（３７）に接続されていることを特徴とするキット。
【請求項２】
　前記接続デバイス（２６）は、前記座部（３３）を少なくとも部分的に規定する管状体
（４２）と、前記入口（３４）と前記出口（３７）を規定する前記管状体（４２）に接続
された流体部（４１）を備えていることを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項３】
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　前記バルブ（３６）は、前記バルブが前記第一の位置にあるときに前記管状体（４２）
に接合して配置される中心体（４５）と、前記接続デバイス（２６）の中をスライドする
少なくとも一つのステム（４７）を有しているシャッター（４４）を備えていることを特
徴とする請求項２に記載のキット。
【請求項４】
　前記ステム（４７）は前記コンテナアッセンブリー（３）と共働するように適合されて
おり、前記シャッター（４４）は第二のステム（４６）を備えており、前記流体部（４１
）は、流体的にチャンバー（４３）と前記出口（３７）の間に配置され、前記コンテナア
ッセンブリー（３）が前記入口（３４）に流体的に接続されたときに前記第二のステム（
４６）の少なくとも一部を収納する座部（５０）を規定していることを特徴とする請求項
３に記載のキット。
【請求項５】
　前記管状体（４２）は、前記少なくとも一つのステム（４７）をガイドするように構成
されていることを特徴とする請求項３または４に記載のキット。
【請求項６】
　前記少なくとも一つのステム（４７）と前記第二のステム（４６）と前記座部（５０）
は、前記コンテナアッセンブリーが前記接続デバイス（２６）に接続されたとき、前記シ
ャッター（４４）が前記第一の位置をいったん離れたなら、前記第二のステム（４６）が
前記座部（５０）と連結しそれによってガイドされるように構成されていることを特徴と
する請求項４および５に記載のキット。
【請求項７】
　前記第二のステム（４６）が放射状凹部（５１）を備えていることを特徴とする請求項
５または６に記載のキット。
【請求項８】
　前記バルブ（３６）に接続可能な入口ポート（２３）と出口チューブ（２７）を有して
いるシール液用のコンテナアッセンブリー（３）を備えていることを特徴とする請求項１
ないし７のいずれかに記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、膨張式アイテム、特にタイヤを膨張させ修理するためのキットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気作動コンプレッサーアッセンブリーと、必要時にコンプレッサーアッセンブリーか
ら流体ラインを通って来る圧縮空気流によってタイヤの中に注入されるシール液用のコン
テナを備えているタイヤを修理し膨張させるためのキットが知られている。
【０００３】
　同一出願人のＷＯ－Ａ１－０８０３５１６３は、コンプレッサーアッセンブリーがハウ
ジング内に収納されており、必要時に、使用者によってシール液コンテナがハウジングの
開口に、コンプレッサーとの流体接続を決めるように接続されるキットを開示している。
【０００４】
　前に開示されたキットは、コンプレッサーに直接接続された、シール液コンテナ用の接
続開口に平行に配置されたフレキシブルチューブをさらに備えている。さらに、キットは
、シール液コンテナに向かうかフレキシブルチューブに向かう圧縮空気経路を自動的およ
び代替的に選択するように構成された逆止め弁のシステムを備えている。
【発明の概要】
【０００５】
　製造コストが低減されるとともに前に開示された機能を有している膨張式アイテムを膨
張させて修理するためにキットを提供することが本発明の目的である。
【０００６】
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　本発明の目的は、請求項１による膨張式アイテムを膨張させ修理するためのキットによ
って得られる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本発明のより良い理解のために、その好適な実施形態が、非限定的な例を単に通して、
また添付図面を参照していま開示される。
【図１】図１は、本発明による膨張式アイテムを修理し膨張させるためのキットの斜視図
である。
【図２】図２は、第一の動作位置にある図１の接続コンポーネントの部分断面図である。
【図３】図３は、接続コンポーネントが第二の動作位置にある図２の断面平面に垂直な平
面に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１において、数字１は、膨張式アイテム、特にタイヤを修理し膨張させるためのキッ
トを示している。キット１は、ハウジング２と、好ましくはプラグＳと代替コンプレッサ
ーによって動作可能な電気モーターから成る（模式的に示された）コンプレッサーアッセ
ンブリーＣと、ハウジング２に切り離し可能に接続され、既知のタイプのシール液を包含
しているコンテナアッセンブリー３を備えている。
【０００９】
　特に、ハウジング２は、実質的に平行六面体状であり、コンプレッサーアッセンブリー
Ｃを収納する内側チャンバーを規定している。ハウジング２は、ベース壁６と、側壁７（
それらの二つだけが図１に示されている）と、ベース壁６に実質的に平行な上面壁１０を
備えている。
【００１０】
　キット１は、ハウジング２の中に収納された、コンテナアッセンブリー３と共働する、
以下に詳しく明示されるスナップ式接続デバイス２６をさらに備えている。
【００１１】
　キット１のコンテナアッセンブリー３は、シール液を包含しているチャンバーを規定し
ているボトル１９と、ボトル１９のねじ付き首に好ましくはねじ止めされた流体ユニット
２１を備えている。
【００１２】
　特に、流体ユニット２１は、コンプレッサーアッセンブリーＣに接続され得る入口開口
２３と、出口開口２４に接続されたフレキシブルチューブ２７によって使用時に修理され
るタイヤに接続され得る出口開口２４を規定している。
【００１３】
　コンテナアッセンブリー３は、入口開口２３と出口開口２４の間に配置された、圧縮空
気流が入口開口２３を通過したときに自動的に開くように構成された（図示しない）バル
ブをさらに備えている。
【００１４】
　同一出願人によって提出された特許出願ＷＯ－Ａ１－２００５０８４９６８によるバル
ブが好ましくは使用される。
【００１５】
　コンテナアッセンブリー３は、ベース壁６に支持された接続デバイス２６によってハウ
ジング２に流体的および機械的に接続されている。
【００１６】
　接続デバイス２６（図２）は、ハウジング２に堅く接続されたベース２８と、ベース２
８に重なっており、使用時に、コンテナアッセンブリー３、特に、入口開口２３と出口開
口２４を規定しているコンテナ３の流体ユニット２１を支持するガイドエレメント２９を
備えている。
【００１７】
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　ベース２８は、ベース壁６の反対側に開いており、ベース壁６に垂直な軸Ａを有してい
る座部３３と、座部３３をコンプレッサーアッセンブリーＣに流体的に接続するダクト３
４を規定している。
【００１８】
　スナップ式接続デバイス２６は、軸Ａに垂直な方向にスライドし得るとともに、ベース
２８によって規定されたハウジングの中に配置された停止部３５を備えている。
【００１９】
　特に、停止部３５は、コンテナアッセンブリー３、特に分配要素２１の抜き取りを停止
部３５が避ける所定の閉じ位置を維持するスプリングである。
【００２０】
　本発明によれば、バルブ３６は、ダクト３４と、コンテナアッセンブリー３に並行して
コンプレッサーＣに接続されるチューブ２７と同様のフレキシブルチューブ３８に接続さ
れた出口ダクト３７の間に配置されている。
【００２１】
　特に、ベース２８は、ベース壁６の適切な窓の中に収納され得るとともにタイヤを膨張
させるか修理するためにキット１が使用されるときに地面に接触するように適合された支
持体３９と、支持体３９の上部に装着されているとともに座部３３を規定している輪郭部
４０と、ダクト３４と３７を規定しているとともに座部３３に接続された流体部４１を備
えている。本発明のある好適な実施形態によれば、座部３３は、図３に示されるように、
好ましくは流体ユニット２１の輪郭を近似する、特に停止部３５の下方に配置された部分
の輪郭を近似する内側成形輪郭を有しているチューブ壁４２によって輪郭部によって規定
されている。好ましくは、流体部４１は、支持体３９に対してつるされるようにチューブ
壁４２の端部に接続されている。流体部４１は、流体ユニット２１の軸的反対部において
チューブ壁４２に接続されており、第一に、座部３３にまたダクト３４と３７に流体的に
接続されたチャンバー４３を規定している。
【００２２】
　さらに、チャンバー４３は、軸Ａに沿って移動可能であり、中心体４５と、中心体４５
に対して反対側にあるステム４６とステム４７を備えているシャッター４４を収納してい
る。シャッター４４は、チャンバー４３に収納されたスプリング４８によってチューブ壁
４２の適当な凸部４９にあたる最終停止位置に維持される。特に、ステム４６，４７は、
コンプレッサーＣによって発生される空気流をコントロールするために所定の長さを有し
ている。
【００２３】
　ステム４６は、スプリング４８に囲まれており、中心体４５が凸部４９と接触したとき
、座部３３が流体的に密閉されている間、チャンバー４３によってダクト３４を出口ダク
ト３７と流体的に接続するような形状を有している。
【００２４】
　ステム４７は、コンテナアッセンブリー３がスナップ式接続デバイス２６に接続され、
停止部３５が流体ユニット２１を軸方向に妨げるとき、凸部４９からの中心体４５の離脱
を生じさせるような軸延長部を有している。特に、ステム４６と４７は、コンテナ３がス
ナップ式接続デバイス２６に接続された前節で示された位置において、ステム４６が出口
ダクト３７を閉じる一方で、入口開口２３とダクト３４が座部３３とチャンバー４３によ
って流体的に接続されるようなサイズを有している。
【００２５】
　本発明のある好適な実施形態によれば、シャッター４４の軸方向移動は、二つのステム
４６，４７の一つと流体部４１またはチューブ壁４２の間のそれぞれの連結によってガイ
ドされる。たとえば、流体部４１は、軸Ａに同軸で、ステム４６を収納する大きさに作ら
れた座部５０を備えている。座部５０は、流体的にチャンバー４３と出口ダクト３７の間
に配置されており、ステム４６が座部５０に係合したときも、ステム４７はチューブ壁４
２によってまだ係合されガイドされている。好ましくは、ステム４７は、ステム４６が座
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部５０に係合されそれによってガイドされた後に、チューブ壁４２から離れてもよい。特
に、コンテナアッセンブリー３が接続デバイス２６に接続されている間、中心体４５が凸
部４９から分離された後にだけ、ステム４６は座部５０と連結する。
【００２６】
　有利なことに、ステム４６および／またはステム４７は、空気がチャンバー４３の中へ
出口ダクト３７に向かって流れるときに負荷損失を少なくとも減少させるように構成され
た放射状および／または軸方向凹部５１を有している。特に、形状が図２に示された通り
であるとき、コンテナアッセンブリー３が接続デバイス２６に接続されたとき、ステム４
７の凹部５１は座部５０の中に閉じられる一方、ステム４６の凹部５１はチャンバー４３
の外側にある。
【００２７】
　ここに開示され示されたキット１の利点は以下の通りである。
【００２８】
　バルブ３６に接続された出口ダクト３７の形状は、圧縮空気流を単一バルブで自動的に
コントロールすることを可能にする。バルブ３６は接続デバイス２６に統合されており、
比較的大きく、より容易に作製され装着される。接続デバイス２６は、コンテナアッセン
ブリー３をハウジング２とコンプレッサーアッセンブリーＣに機械的かつ流体的にそれぞ
れ接続する統合ブロックを規定している。さらに、装着が平行に、すなわち、一方では接
続デバイス２６がバルブ３６と、他方ではハウジング２とコンテナアッセンブリー３がお
こなわれ得るようにバルブ３６が接続デバイスの中に統合されている。
【００２９】
　シャッター４４の移動は、ステム４６，４７と接続デバイス２６の間の連結によって保
証される。
【００３０】
　ここに開示され示されたキット１は、添付の特許請求の範囲で明示される保護範囲から
逸脱しない範囲で修正または変更されてもよいことは最終的に明白である。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］膨張式アイテムを修理し膨張させるためのキットであり、ハウジング（２）と、
前記ハウジング（２）内に収納されたコンプレッサーアッセンブリー（Ｃ）と、前記コン
プレッサーアッセンブリー（Ｃ）に接続された入口（３４）と、シール液用のコンテナア
ッセンブリー（３）と前記入口（３４）に接続されるように適合された座部（３３）を有
している接続デバイス（２６）と、前記コンテナアッセンブリー（３）が前記接続デバイ
ス（２６）に接続されたときに自動的に開かれるとともに、前記コンテナアッセンブリー
（３）が前記接続デバイス（２６）から切り離されたときに前記入口（３４）を前記座部
（３３）から流体的に切り離すような第一の位置に弾性的に維持されるように構成された
バルブ（３６）と、前記コンプレッサーアッセンブリー（Ｃ）に流体的に接続されたフレ
キシブルチューブ（３８）を備えているキットにおいて、前記接続デバイス（２６）は、
前記バルブ（３６）が第一の位置にあるときに前記入口（３４）に流体的に接続されるよ
うに前記バルブ（３６）に流体的に接続された出口（３７）を備えており、前記フレキシ
ブルチューブ（３８）は前記出口（３７）に接続されていることを特徴とするキット。
　［２］前記接続デバイス（２６）は、前記座部（３３）を少なくとも部分的に規定する
管状体（４２）と、前記入口（３４）と前記出口（３７）を規定する前記管状体（４２）
に接続された流体部（４１）を備えていることを特徴とする［１］に記載のキット。
　［３］前記バルブ（３６）は、前記バルブが前記第一の位置にあるときに前記管状体（
４２）に接合して配置される中心体（４５）と、前記接続デバイス（２６）の中をスライ
ドする少なくとも一つのステム（４７）を有しているシャッター（４４）を備えているこ
とを特徴とする［２］に記載のキット。
　［４］前記ステム（４７）は前記コンテナアッセンブリー（３）と共働するように適合
されており、前記シャッター（４４）は第二のステム（４６）を備えており、前記流体部
（４１）は、流体的に前記チャンバー（４３）と前記出口（３７）の間に配置され、前記
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コンテナアッセンブリー（３）が前記入口（３４）に流体的に接続されたときに前記第二
のステム（４６）の少なくとも一部を収納する座部（５０）を規定していることを特徴と
する［３］に記載のキット。
　［５］前記管状体（４２）は、前記少なくとも一つのステム（４７）をガイドするよう
に構成されていることを特徴とする［４］または［５］に記載のキット。
　［６］前記少なくとも一つのステム（４７）と前記第二のステム（４６）と前記座部（
５０）は、前記コンテナアッセンブリーが前記接続デバイス（２６）に接続されたとき、
前記シャッター（４４）が前記第一の位置をいったん離れたなら、前記第二のステム（４
６）が前記座部（５０）と連結しそれによってガイドされるように構成されていることを
特徴とする［４］および［５］に記載のキット。
　［７］前記第二のステム（４６）が放射状凹部（５１）を備えていることを特徴とする
［５］または［６］に記載のキット。
　［８］前記バルブ（３６）に接続可能な入口ポート（２３）と出口ポート（２７）を有
しているシール液用のコンテナアッセンブリー（３）を備えていることを特徴とする［１
］～［７］のいずれかに記載のキット。

【図１】 【図２】
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